
紹
介

介紹

藤
木
久
志
編

『
日
本
中
世
気
象
災
害
史
論
表
庭
』

　
本
書
は
、
凡
例
に
よ
れ
ば
、
一
〇
世
紀
初
め
か

ら
一
七
世
紀
中
庸
に
か
け
て
、
人
々
の
生
活
と
環

境
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
、
風
損
（
大

風
）
、
水
損
（
課
雨
、
洪
水
）
、
皐
損
（
畢
魅
）
、

虫
害
（
蛙
害
）
、
凶
作
、
飢
饅
、
疫
病
に
関
す
る
、

中
世
の
史
料
情
報
～
四
，
○
○
○
件
余
り
を
、
ほ

ぼ
原
文
の
ま
ま
、
年
月
日
順
に
抄
録
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
本
書
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
科
学
研
究

費
研
究
成
果
報
告
書
『
日
本
二
世
後
期
∵
近
世
初

期
に
お
け
る
飢
懇
と
戦
争
の
研
究
臨
（
研
究
代
表

者
佐
々
木
潤
之
介
、
工
○
○
○
年
）
な
ら
び
に
科

学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
璽
日
本
中
世
に
お
け

る
民
衆
の
戦
争
と
平
和
睡
（
研
究
代
表
者
外
電
豊

基
、
二
〇
〇
三
年
目
で
あ
り
、
藤
木
氏
は
両
者
の

科
研
に
研
究
分
担
者
と
し
て
関
わ
ら
れ
、
両
報
告

書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
訂
正
・
増
補
す
る

か
た
ち
で
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
科

研
の
報
告
書
と
い
う
こ
と
で
入
手
困
難
だ
っ
た
基

礎
的
年
表
を
、
高
価
と
は
い
え
入
手
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
ま
た
、
両
報
告
書

で
は
表
記
順
や
語
句
等
で
誤
り
が
散
見
さ
れ
た
が
、

か
な
り
の
部
分
訂
正
さ
れ
、
ま
た
古
文
書
等
か
ら

増
補
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
し

か
し
、
ま
だ
一
部
に
お
い
て
、
原
文
で
な
く
書
き

下
し
で
記
さ
れ
て
い
た
り
、
出
典
が
統
一
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
ま
た
、

月
日
未
詳
の
史
料
を
そ
の
年
の
一
番
最
初
に
収
録

し
て
い
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
大
日
本
史
料
』
に
な
ら
っ
て
年
の
一
番
最
後
に

収
録
す
る
の
が
一
般
的
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
同
類
の
先
行
書
と
し
て
は
、
小
鹿
島
果
編
『
日

本
災
異
志
撫
（
五
月
書
房
、
一
九
八
二
年
、
初
刊

一
八
九
三
年
）
、
権
藤
成
卿
『
日
本
震
災
凶
饒
孜
』

（
文
芸
春
秋
、
一
九
三
二
年
）
、
東
京
府
社
会
課

編
『
臼
本
の
天
災
・
地
変
晦
上
下
（
原
書
房
、
一

九
七
よ
ハ
年
、
　
初
刊
一
九
一
二
八
年
）
、
池
m
出
｝
止
～
郎

『
日
本
面
変
通
志
』
（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇

四
年
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
書

で
は
こ
れ
ら
に
比
べ
飛
躍
的
に
収
載
件
数
が
増
加

し
、
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書

は
こ
れ
ら
先
行
書
と
異
な
り
、
災
害
の
種
類
で
分

類
す
る
こ
と
な
く
、
疇
系
列
に
従
っ
て
原
文
ど
お

り
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
同
時
期
に
ど
の
よ
う
な
災
害
が
相
次
い
だ

の
か
確
認
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
。

　
藤
木
氏
の
『
飢
餓
と
戦
争
の
戦
国
を
行
く
』

（
朝
日
新
聞
社
、
一
一
〇
〇
一
年
）
は
こ
の
年
表
を

利
用
し
た
成
果
で
あ
る
が
、
今
後
こ
の
年
表
を
い

か
に
活
用
し
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

年
表
で
は
基
本
的
に
災
害
に
つ
い
て
し
か
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
利
用
す
る
場
合
に
は
そ
の
点

留
意
し
、
歴
史
学
と
し
て
は
そ
う
し
た
自
然
災
害

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
た
か
と
い

う
点
を
追
求
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

　
こ
う
し
た
年
表
は
「
完
壁
」
な
も
の
を
作
成
す

る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
そ
の
た
め
書
名
も

「
稿
扁
と
な
っ
て
い
る
。
三
度
に
わ
た
る
年
表
の
公

開
で
充
実
し
た
年
表
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
が
、

さ
ら
に
「
完
壁
」
を
目
指
す
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト

上
に
公
開
し
て
逐
次
更
新
し
た
り
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ

ィ
ア
の
よ
う
に
多
く
の
人
の
協
力
を
得
て
史
料
を

追
加
し
て
い
く
と
い
う
方
向
を
騒
指
す
こ
と
が
今

後
必
要
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
A
4
判
　
四
二
七
頁
　
二
〇
〇
七
年
コ
月
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志
書
院
　
税
五
二
〇
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
山
田
雄
司
　
三
重
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）
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